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) 生殖の神秘
ヒトを代表とする哺乳類は，メスの体内で受精・発
生することで子孫を繁栄させてきた。この生殖形式
は，多くの原始的な動物が体外の水環境に卵子と精子
を放出して受精・発生するのに対して非常に効率的か
つ経済的である。排卵された数少ない卵子は，交尾し
たオスの精子と高い確率で受精し，高い確率で着床・
発生することができる。これら生殖に関わる全ての行
程は，メス生殖器内で遂行される。しかし現在の哺乳
類の受精研究は，体外受精技術やクローン技術によっ
てメス生殖器なしでも，精子と卵子もしくは卵子のみ
によって個体発生することが実験的に証明されたこと
から，子宮や卵管といったメス生殖器内における精子
の挙動に生理的意義がないかのような錯覚が広がって
いる。しかしこれら先端技術によってバイパスされた
過程にこそ，体内受精を行う我々哺乳類の生殖戦略が
あるはずであり，子宮・卵管・卵子と精子の相互作
用・環境因子について研究が行われるべきであると考
える。
) 常識は通用しない
現在，動物の受精研究における主流は，逆遺伝学に
基づいた遺伝子改変動物の表現型解析である。すなわ
ち，受精に重要な役割を持つと予想される遺伝子を欠
損させたマウスを作製し，その表現型として産仔が得
られるのか，得られない場合はどこに障害があるか調
べる。受精に必須であると教科書にも載っている因子
を欠損したマウスを作製したところ，ほとんど全ての
ノックアウトマウスにおいて正常に妊娠・出産するこ
とが分かった。つまり，教科書に載っているような受
精のしくみはいったん白紙に返った状況にある。この
ような状況下において，様々な仮説が立ち上がるが，
たいていの仮説は既に実証済みであったり，既に欠損
マウスがあり表現型が見られないとの報告が存在した
りする。つまり常識的な仮説は既に否定済みであると
いうことになる。
) 研究室の目指す方向性
私たちの研究室では，メス生殖器を中心においた観
点から，精子および精漿が体内でどのような挙動を示
すのか解析を行っている。特に精液の 8 割を占める
とされる精嚢分泌物に受精効率を変化させるどのよう
な作用があるのか，その重要性について調べている。
精嚢分泌物の一つである SVS2 遺伝子を欠損したマ
ウスを作製したところ，産仔がほとんど得られないこ
とが分かった。その原因を調べたところ，SVS2 欠損
マウスの射出精子はメス子宮内でほとんど死滅してい
ることが分かった。詳細に調べた結果，発情期の子宮
には精子を殺す因子が存在すること，精嚢 SVS2 に
はその因子から精子を守る作用があることが判明し
た。メスの子宮内に精子を殺す因子が存在すること
は，鳥類やハエでは既に報告されていたが，同様のし
くみが哺乳類にも存在することは本研究によって初め
て明らかにされた。オス精子にとってメス子宮内は，
これまで考えられていたような安心安全な環境でない
ことが示されたのである。この結果からも，受精研究
は常識では推測できないメカニズムが多く存在してい
ることが分かる。
また，精嚢分泌物の中には抗菌性のたんぱく質も存
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在していることが，最近分かってきた。精子を保護す
る SVS2 は，バクテリアも保護してしまうのではな
いかとの発想のもと大腸菌への影響を調べたとこ
ろ，精嚢分泌物は大腸菌の数を減少させるという全く
逆の結果を得た。元の仮説とは逆転したが，体内受精
における感染症の予防として精嚢に抗菌物質が存在す
ることは非常にリーズナブルであると考えられる。こ
の抗菌物質はまだ同定に至っていないが，SVS2 欠損
マウス，SVS25 欠損マウスの精嚢において，より多
く検出されたことから，遺伝子改変マウスにおいて逆
に発現が強くなっている分子であることが推測され
る。今後，精嚢中の抗菌物質を同定すると同時に，メ
ス体内への影響や精嚢のがん化しにくい性質との関連
も調べていきたいと考えている。
生体制御学研究室は2015年に発足したばかりであ
り，研究室を立ち上げることに翻弄され，思い描く理
想の研究はまだ行えていない。しかし毎年多くの学生
が研究室の配属を希望してくれる状況を考えると，や
はり受精や生殖といったキーワードは多くの人を魅了
するテーマであることが再認識できる。研究室では，
学生の豊かな発想力や常識にとらわれない思考を大切
にすることで，これまで専門家の常識では解明できて
こなかった受精研究を大きく発展させていきたいと考
えている。そのためには，学生の自主性を重んじ，自
由な思考を否定しない教育が必要になると考えている
のだが…，その正しい方法とはどういうものなのか，
まだまだ模索の日々は続きそうである。
